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めじろむつみクラブ（ＭＭＣ）会報

［第２６号］ ２０１３年(平成２５年)４月２９日発行

特定非営利活動法人（ＮＰＯ）

めじろむつみクラブ（ＭＭＣ）事務局

住所：八王子市めじろ台２－３７－１２

ｔｅｌ：０８０－１０３８－６８７５

ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｈａｃｈｉｏｊｉ－ｍｍｃ．ｃｏｍ／

１．24 年度作業の状況

（１）生活支援事業

24 年度作業件数は 128 件（前年度は 107 件）、金額面では年初計画の 95％でした。

作業件数の多いベストスリーでは植木剪定および除草処分が 46.0％、除草処分だけが 23.7％、家庭

内外小規模作業が 16.5％でした。

作業依頼の多かった月のベストスリーは 7 月が 20.9％、12 月が 18.7％、6 月が 13.7％。変わった作業

では不用材の処分、花苗植付け、パソコン操作指導がありました。

24 年度は小規模作業が増加しました。6 月と9 月には自費事業として作業者の能力向上のため座学

と、実習による植木剪定の講習を行いました。

（２）地域交流事業

１）有償作業

作業箇所は延べ 21件（前年度は 19 件）です。

金額面では年初計画の 130.8％でした。今回も各町会

を通しての空地の草刈、処分、町会会館の樹木伐採、

植木撤去、剪定、広場の整備作業等。また金額の大幅

に増えた理由は町会の防災倉庫の設置です。

２）無償事業

年間を通してめじろ台各町会と連携、交流、めじろ台

祭りでの軽トラックを利用しての資材運搬、入院患者

を慰める永生病院フェスティバルでの有志による

踊りの出演、地域内外の各組織との交流を行いました。

３）イベント

10 月にはヴイオラとピアノのコンサートで会館は満席

の 90 名の鑑賞者、11月中旬には 2 日間に亘る「趣味の

作品展」で 285 名の来場者、12 月初旬に中央大学

陽春とは名ばかりの肌寒い毎日、皆様如何お過ごしでしょうか。

東日本大震災の復興も足取り遅く、被災された方々を思うと心が痛みます。

ただ幸いなことに日本の経済が長いトンネルを脱し、好転の兆しが見えて

きました。世界第三位の経済大国日本として国際舞台に復帰し、苦境の中で

鍛えられた底力を、本格的な景気回復に再び結びつける事こそ復興を加速さ

せ、勇気が原動力となり日本の発展が大いに期待されるところであります。

私たちのめじろ台から生まれたＮＰＯ法人めじろむつみクラブ（ＭＭＣ）は、著しい高齢化の

進むこの地域に支え合う有償ボランティアとしてスタートし、今年で 11年を迎えました。

主活動とする家事支援では喜ばれ、また地域の交流を目的とした文化イベントも評価され、クチ

コミ、ホームページなどにより会員数も年々増加してきています。また会員や作業も周辺地域に

広がりを見せ、私たちの励みとなっています。ＭＭＣは皆様のよいパートナーとして努力してま

いります。温かいご支援をお願いします。

（理事長 髙橋光男）

永生病院フェスティバル

町会会館の樹木移植
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４．事務局便り

・パソコンの得意な方、植木、造園の得意な方も入会しましたので皆様のご要望に応えられるよう今年

度も頑張ってゆきたいと思っています。

・作業会員を主体とした25 年度総会を5 月26 日（日）13：30～ライオンズマンション集会室で開催予定

です。一般会員の方には後日報告書および 25 年度計画をお渡しします。

・6 月 8 日（土）13：30～15：30 ライオンズマンション集会室で講演会を開催予定です。

後日チラシ等でご案内しますが、

講演内容は石塚 完 防災士による「大震災時めじろ台地区はほんとうに大丈夫か？」

大震災が予想される昨今、考えられるリスクとその対応、町会の防災組織と訓練の問題点、

活動への提言など身近な問題についての講演です。

３．新会員の紹介

1月 1日以降 4 月 25 日現在、樽林 弘、滝澤章夫、荻島達男、田中俊光、木暮陽子さんが入会されました。

総会員数は 175 名になりました。

落語研究会の皆さんによる落語公演で来場者は 42 名と賑わいました。

講演会は会館の耐震工事のため、会場の確保が出来ず、24 年度は中止して 25 年度の早い時

期に開催予定です（事務局便り参照）。

２．24 年度の広報活動

・9 月に、髙橋理事長が高齢にも関わらず、元気にNPO

活動を通して社会活動をしていることに対し、エイジ

レスライフ実践者として内閣府より「エイジレス章」を

受章しました。

・10 月には会館に研修に来られた市民塾 塾生 21人に

ＭＭＣの活動をＰＲしました（右の写真）。

・11月には 24 年度の市民企画事業補助金受領団体の

人達に講演を行いました。

・12 月には 7 月から東京大学・情報理工学系研究科知能

機械情報工学専攻の佐藤知正教授に協力してきた

研究発表会に坂元理事が招かれました。

この発表会は独立行政法人科学技術振興機構 研究開発戦略センターの、ＣＰＳ

（Ｃyber ＰhysicalＳystems）基盤技術の研究開発とその社会への導入に関する提案･･･高齢者の

社会参加促進を事例として･･･で、高齢化の進む日本においてＭＭＣのように、今後高齢者にも生

産活動、あるいは社会活動が益々必要になってくると問うているものです。

・1月には市民活動協議会 10 周年記念パーティーで

永年法人会員としてＭＭＣが、また個人会員として

髙橋理事長、坂元理事が表彰を受けました。

・2 月には八王子市民活動協議会、八王子市、市民実行

委員による第 12 回「お父さんお帰りなさいﾊﾟｰﾃｨｰ」

（定年退職後の第 2 の活動を目指す人達対象）で

団体紹介ﾌﾞｰｽを与えて頂き、会の紹介をしました。

（右の写真）

・会報 23,24,25 号を発行し、ホームページにも掲載し

ました。


